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福岡県内の１月生コン出荷量（福岡県生コン工業組合） 

７年度累計、対前年度３．５％減の約２２１万ｍ３ 

 

 福岡県生コンクリート工業組合がまとめた７年度月別・地区別出荷実績によると、１月

度は福岡県全体で前年同月比１．３％増の１９万６，８４１ｍ３。７年度累計（７年４月

－８年１月）では前年度比３．５％減の２２１万３，０８３ｍ３となった。 

 １月度の地区別では、「北九州地区」は前年度比１．３％増の４万６，６４７ｍ３、「飯

塚地区」同２９．４％増の８，１８２ｍ３、「田川地区」同１４．５％減の５，９１９ｍ３、

「福岡地区」同１４．３％増の９万９，８０３ｍ３、「両筑地区」同４８．３％減の１万１，

１７９ｍ３、「筑後地区」同３．７％減の２万５，１１１ｍ３で、北九州地区、飯塚地区、

福岡地区が順調に推移している。 

 ７年度累計でみると、「北九州地区」は前年度比３．５％増の５２万１，６７７ｍ３、「飯

塚地区」同１２．３％増の１０万５，６２９ｍ３、「田川地区」同２９．５％減の６万２，

８９０ｍ３、「福岡地区」同７．３％減の１１０万６，０８７ｍ３、「両筑地区」同９．１％

減の１３万４，４７８ｍ３、「筑後地区」同６．２％増の２８万２，３２２ｍ３で、北九州

地区、飯塚地区、筑後地区が順調に伸びている。 

 官・民別の１月度は「官公需」が前年同月比２９％減の４万１，８００ｍ３（構成比２

１％）、「民需」が同１４．５％増の１５万５，０４１ｍ３（同７９％）。７年度累計では「官

公需」が前年比１２．４％減の４４万２，１４０ｍ３（同２０％）、「民需」が同１％減の

１７７万９４３ｍ３（同８０％）となっている。 


